
1

20102010年年1111月月1919日日

株式会社株式会社 アンデルセンサービスアンデルセンサービス

品質保証部品質保証部 品質管理室品質管理室

大西大西 由美由美

eBASEカンファレンス 2010

商品規格書作成提出業務の
効率化を目的とした環境構築について



本日の内容

１．会社概要（アンデルセングループ）

２．eBASEサーバーを導入するに至った経緯

３．eBASEシステムの概要

４．品質保証書

５．規格書作成

６．検査DB

７．まとめ
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株式会社アンデルセン

広島アンデルセン・青山アンデ
ルセンを始め、全国に小売直営
店舗「アンデルセン」を展開

チョコレート専門店などの展開
もしています

株式会社マーメイド
ベーカリーパートナーズ

冷凍パンシステムを活かしたフ
ランチャイズ・チェーンの展開

出店からパンの製造、販売、売
場づくり、経営分析にいたるま
での店舗運営をトータルにサポ
ートします

株式会社タカキベーカリー

小売の支店からヨーロッパの伝統
的な石窯パンをはじめとする独自
のパンを開発、製造。
小売店舗のみならず、全国のレス
トラン、カフェなどにパン、洋菓
子をお届けしています

また、冷凍パン生地の製造、卸事
業を行い、冷凍パンの先駆者とし
てクオリティの高い冷凍商品をお
届けしています

株式会社アンデルセンサービス

グループ各社のスムーズな事業
遂行のため、人事・経理・シス
テム開発・品質保証・コンプラ
イアンスなどを担当しています

株式会社アンデルセン
・パン生活文化研究所

パン文化の研究ならびに持株会
社として、グループ全体の戦略
を統括します

「お手本は、
いつもデンマーク」

（2003年4月分社）
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主な展開ブランド
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新たな商品群

・アレルゲンの管理・制御
・安全安心を届けるための現場と作業者へ
の教育
・エラーを管理・発見できる体制



• 高齢者の方も安心。しっとりやわらかい介護
食業界初”パン”の介護食
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新たな商品群２

・介護食としての安定した品質
・安全を確保した商品
・エラーを管理・発見できる体制
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１．会社概要（アンデルセングループ）

２．eBASEサーバーを導入するに至った経緯

３．eBASEシステムの概要

４．品質保証書

５．規格書作成

６．検査DB

７．まとめ



規格書作成

ｅＢＡＳＥ導入までの課題 ～ システムと帳票の流れ
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エクセル帳票

品質保証書・・・・・導入前

エクセルファイルで収集した情報を手作業でチェック

不備な保証書はそれぞれ確認し再提出を依頼



情報収集・整理・作成

配合割合等の
転記間違い発生

規格書作成・・・・・導入前

１．正確なデータ作成と管理

２．従事者の 心の負担の軽減

３．対応力強化と基盤強化

課題

膨大な情報を収集・整理

すべて手入力

様々なフォームに対応



ｅＢＡＳＥサーバー

データ連携

規格書作成

ｅＢＡＳＥ導入 ～ システムと帳票の流れ

商品規格書
エクセル
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品質保証書
ＤＢ

品質保証書
エクセル

試験成績書
eBASEからの

エクセル帳票

試験成績書
アクセス



ｅＢＡＳＥサーバー導入について・・・・・詳細課題と目標

1.品質保証書

エクセル帳票の品質保証書から

eBASE〔事実上の市場標準〕を

利用した品質保証書で情報収集。

→お取引先様で活用できるDB

3.検査

現状: 活用しにくい検査データから

検証、確認、活用ができる検査へ

→依頼している検査の進捗や状況確認

→検査した後の結果を確認、

→検証に必要なデータとして保存

→検索しやすく活用できるDBに

2.商品規格書

現状: 求められる商品情報に応じて、

様々な情報を集め、1件づつ手作業で

作成後提出。(過去様々問題が発生)

→商品の詳細情報を一元管理し、データ
連携を主に規格書を作成

→提出物の根拠もすべて一元保管可能

過去分の差分確認も容易

4.情報の共有化

現状: 一部の担当者しか

情報を直接確認できない

→ANGの共有詳細情報システムとして利用

→煩雑な依頼作業をなくし、

迅速で適切な情報確認が可能な環境に
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AQS‐eB(eBASE)システム概要
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AQS‐eB(eBASE)システム概要
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・AQS‐eB導入後

品質保証書について
・導入前

主な変更点

・開発、購買担当が直接
データを取得、送付する
等の作業がなくなる

・保証書情報をまず eBASE
でsys確認

・開発、購買担当者はeBASE
内の情報にAQS品番を

登録。

・不備内容は改善依頼ｼｰﾄ

にて連絡し再度データ送信
依頼。

・共通の品質保証書品番で
のやり取りが可能
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開発・購買担当者

製造者〔メーカー他〕

AS品管

品管sys

AQS
ANG品質

保証書

開発・購買担当者

お取引先様〔帳合先〕

製造者〔メーカー他〕

AS品管

eBASE

AQSeBASEjr.
～(ANG基準)

eBASEjr.
～(ANG基準)

ANG品質

保証書

Sysﾁｪｯｸ

お取引先様〔帳合先〕

改善依頼
ｼｰﾄ

他でもeBASEjr.を使用



AQS‐eB(eBASE)システム概要
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規格書について

・AQS‐eB導入後

主な変更点

・規格書とデータを連携

して管理できる

→情報連携で規格書を作成

・提出物の一元管理
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営業担当者

AS品管

各社規格書担当者

工場担当者各関係者

規)一部 規)一部規)一部

現場

規格書
お得意先様

視察確認、
書面との差

AQS
品管sys

現場
各担当者

その他情報

その他情報

eBASE依頼 →
eBASEのWFで

進捗確認

内容確認と責
任者の明確化

お得意先様
規格書

営業担当者

提出物
管理

導入前

eBASE

AQS

提出済規格書

追加情報

保証書情報

AQS情報

品管sys情報

各社規格書担当者

eBASE
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※データ送信～送信履歴機能 概要※データ送信～送信履歴機能 概要

商品DB
（eB-foods） 履歴DB

小売Ａ 小売B 小売C 卸A

データ送信

卸B

データ送信ログ 登録

データ送信

送信先と日付でフォルダ検索 送信したデータの一覧を表示

送信したデータの内容を表示
元データを上書き修正してい
ても、影響されません。

※「データ出力」にも利用可能にすることの確認要
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※データ出力～出力（Excelファイル）履歴機能 概要※データ出力～出力（Excelファイル）履歴機能 概要

提出先と日付でフォルダ検索

※「データ出力」にも利用可能にすることの確認要

営業担当者

eBASEclient

1,Excel出力
得意先提出フォーマットに出力

微修正前 微修正後
（最終採用物）

営業担当者

eBASEclient

2, Excelファイル履歴登録
得意先提出フォーマット（最終採用）を
WEBからドラッグ＆ドロップで履歴DB登録

微修正後
（最終採用）

履歴DB登録WEB画面

提出先カテゴリを選択
※カテゴリはメンテナンス可能

ファイルをドラッグ＆ドロップで登
録
※自動で登録日の日付もカテゴリ
として生成されます。

3, 履歴ボリュームの検索・確認

商品名

作成者

履歴ファイルの一覧を表示



規格書作成に有用な機能

１．ボリューム間データ連携機能

骨格だけ連携させた情報に品質保証
書Noをキーに保証書詳細情報を連

結

２．階層編集機能開発
多階層情報を2階層情報に編集し、余

計な中間情報を削除した詳細情報
への変換



その他eBASEで使用している機能

１．マッピングによる規格書作成
eB‐ExcelSetの利用およびexcelマッピング共同開発により、
eBASE以外のexcelフォーム規格書への対応

２．マッピングによる見やすい資料作成
社内利用用に必要な情報のみを抜き出した帳票の作成
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AQS‐eB(eBASE)システム概要
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• 現在

• AQS‐eB導入後

・主な変更点

・検査の進捗や結果を確認できる

・データを一元化することで

離れた拠点の検査データも確認
可能

・データ検索を向上させ検証可能

→改善・改良の根拠データ

検査について (日持ち検査について)

サンプル・検体

検査情報

検査実施

Excelﾌｧｲﾙ

現場

AQS-eB

検査DB 検査DB 検査DB

最終的な
検査結果

各関係者

アクション

検査実施 最終的な
検査結果

サンプル・検体

現場

各関係者

アクション

AQS
検査依頼 検査結果

検査依頼者

ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀ

AQS
検査依頼 検査結果

検査依頼者
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• 現在

• AQS‐eB導入後

検査について (日持ち以外の検査について)

検査依頼者

検査依頼

サンプル・検体

検査情報

検査実施

報告書

報告書 現場

AQS-eB

検査DB 検査DB 検査DB

検査結果 各関係者

アクション

検査実施

検査依頼者

検査結果

サンプル・検体

現場

各関係者

アクション

報告書

報告書

検査依頼
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・主な変更点

・検査の進捗や結果を確認できる

・データを一元化することで

離れた拠点の検査データも確認
可能

・データ検索を向上させ検証可能

→改善・改良の根拠データ



まとめ・・・・・eBASE化による効果

１．データ連携により、

①ヒューマンエラーを解消

②紙印刷減少

③資料整理・準備作業軽減

２．情報の一元管理により、

①検査情報も含めた情報の共有化

（ユーザー権限管理が可能なため）

②有事対応（調査）力向上



28http://www.andersen-group.jp/

ご静聴ありがとうございました。


